
収入の部 △は減          　単位：円
科　　　目 令和元年度決算額 令和元年度予算額 増　　減 摘　　要
繰　越　金 16,039,898  16,039,898  0

入　会　金 2,768,000  2,772,000  △ 4,000 10,000円×275名　
3,000円×6名

維　持　費 3,418,869  3,087,000  331,869 維持費
総 会 会 費 600,000   513,000 87,000 総会会費
雑　収　入 2,410  10,000  △ 7,590 預金利息等
合　　　計 22,829,177 22,421,898  407,279

支出の部
科　　目 令和元年度決算額 令和元年度予算額 増　　減 摘　　要

会　議　費 1,037,992  1,200,000  △ 162,008 本部役員会、役員総会、委員会
事　務　費 3,231,723  3,870,000  △ 638,277

事 務 局 費 396,000 500,000  △ 104,000
旅 　 　 　 費 170,182  200,000  △ 29,818 本部役員会、各支部総会
印　 刷　 費 677,147  1,150,000  △ 472,853 会報・案内状・東高新聞
通　 信　 費 1,980,014  1,900,000  80,014 会報等送付・総会葉書、切手
備 　 品　 費 0 100,000  △ 100,000
消 耗 品 費 8,380 20,000 △ 11,620 ゴム印・名刺等

事　業　費 2,298,209 3,020,000  △ 721,791
記 念 品 費 526,335  500,000 26,335 卒業生記念品、入会記念品
支 部 活 動 助 成 費 261,824 150,000 111,824 支部総会の補助
慶　 弔   費 20,140  60,000 △ 39,860 褒章・叙勲、表彰
会 館 補 助 費 100,880  100,000 880 千南原会館維持費補助
会 館 整 備 費 0 500,000 △ 500,000
保 　 険   料 54,350  60,000 △ 5,650 同窓会館火災保険料
渉　 外　 費 108,150  150,000 △ 41,850 各支部・その他への祝儀・会報執筆者御礼
特 別 会 計 補 助 金 690,330  900,000 △ 209,670 クラブ助成
人 工 芝 張 替 負 担 金 500,000  500,000 0
雑 　 　 　 　 費 36,200  100,000 △ 63,800 卒業アルバム・貸金庫等

予　備　費 0 14,331,898  △ 14,331,898
次年度繰越 16,261,253  0 16,261,253

合　計 22,829,177 22,421,898 407,279

令和元年度　藤枝東高等学校同窓会会計決算書
　（平成31年4月1日～令和2年3月31日）

収入総額	 22,829,177 円
支出総額	 22,829,177 円
差引金額	 0円

　
コ
ロ
ナ
禍
の
先
に

教頭（新任）

橋本　衛

初代校長

錦織  兵三郎

創立当時の校舎

現在の藤枝東高校舎

学
習
も
、
完
全
に
途
絶
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。
受
験
を
控
え
た
３
年
生
は
、
一

層
の
不
安
と
混
乱
の
中
で
６
月
ま
で
の

期
間
を
過
ご
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

し
か
し
、
登
校
再
開
後
に
生
徒
が
見

せ
て
く
れ
た
の
は
、
混
乱
と
は
対
照
的

な
明
る
く
爽
や
か
な
笑
顔
で
し
た
。
そ

こ
に
至
る
ま
で
の
不
安
と
葛
藤
を
思
う

と
、
我
々
大
人
が
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
誠
意
と
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
責
任
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

人
は
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
強

く
な
れ
る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
困
難

な
場
面
が
訪
れ
た
時
に
こ
そ
、
そ
の
組

織
力
の
強
さ
が
試
さ
れ
る
の
だ
と
も
い

い
ま
す
。
生
徒
の
み
な
ら
ず
、
教
職
員

の
力
が
試
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
今

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
こ
の
純
粋
な
生

徒
た
ち
の
自
己
実
現
を
支
援
す
る
私
た

ち
の
合
言
葉
は
「
至
誠
一
貫
」
で
す
。

　

引
き
続
き
同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
温

か
な
ご
指
導
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に
よ

り
、
世
界
各
地
が
混
乱
に
陥
り
、
多
く

の
方
々
が
命
を
落
と
さ
れ
る
事
態
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
混
乱
の

中
で
、
か
け
が
え
の
な
い
高
校
生
活
を

送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生
徒
の
不
安

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　

生
徒
は
先
の
見
え
な
い
不
安
と
闘
う

だ
け
で
は
な
く
、
心
に
刻
ま
れ
る
は
ず

だ
っ
た
多
く
の
思
い
出
す
ら
奪
わ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
部
活
動
の
集
大
成
で

あ
る
大
会
や
発
表
会
が
な
く
な
り
、
さ

ら
に
は
文
化
祭
を
は
じ
め
と
す
る
ほ
と

ん
ど
の
校
内
行
事
さ
え
も
中
止
と
さ
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
積
み
重

ね
る
こ
と
で
身
に
つ
け
ら
れ
る
日
々
の

　

藤
枝
東
高
は
２
０
２
４
年
（
令
和
６

年
）、
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
節

目
の
年
の
記
念
事
業
を
推
進
す
る
組
織
が

始
動
し
た
。「
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
」
で
、
７
月
11
日
に
同
窓

会
総
会
で
承
認
さ
れ
た
の
を
受
け
同
14
日

に
第
１
回
準
備
会
を
開
催
し
た
。

　

実
行
委
員
会
は
学
校
、
学
校
後
援
会
、

サ
ッ
カ
ー
部
後
援
会
、
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
B

会
、
そ
れ
に
同
窓
会
で
構
成
す
る
。
同
窓

会
は
予
算
、
行
事
、
記
念
誌
の
３
特
別
委

員
会
を
編
成
し
、
蓑
川
和
道
会
長
の
総
指

揮
の
も
と
３
委
員
会
が
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
記
念
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

　

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
の
90
周

年
の
時
は
10
月
25
日
に
焼
津
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
記
念
式
典
を
開
催
し
た
。
日

立
製
作
所
技
監
の
鈴
木
学
氏
（
39
回
、

１
９
６
６
年
卒
）
が
「
日
の
丸
鉄
道　

海

を
渡
る
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
こ
れ
に

先
立
っ
て
行
わ
れ
た
記
念
公
演
で
は
声
楽

家
の
佐
野
文
彦
氏
（
54
回
、
１
９
８
１
年

卒
）
が
会
場
を
魅
了
す
る
歌
声
を
披
露
し

た
。

　

記
念
事
業
は
合
宿
な
ど
の
拠
点
に
な
る

千
南
原
会
館
の
改
修
に
取
り
組
ん
だ
。
館

内
各
設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
、
浴

室
、
洗
面
所
、
ト
イ
レ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

さ
ら
に
和
室
の
畳
を
張
り
替
え
て
、
在
校

生
に
快
適
な
環
境
を
提
供
し
た
。

　

記
念
誌
は
２
０
０
０
部
を
作
製
。
90
年

の
歩
み
を
振
り
返
っ
た
。

　

１
０
０
周
年
実
行
委
員
会
は
過
去
の
周

年
ご
と
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
新
た
な

記
念
事
業
の
内
容
を
探
っ
て
い
く
。

　

本
校
は
１
９
２
４
年
（
大
正
13
年
）、

旧
制
志
太
中
と
し
て
開
校
し
た
。
戦
後
の

学
校
改
革
を
経
て
現
在
の
藤
枝
東
高
と

な
っ
た
。
錦
織
兵
三
郎
初
代
校
長
が
校
技

と
定
め
た
サ
ッ
カ
ー
を
柱
に
文
武
両
道
を

４年後に向け
実行委が発足創立100周年記念事業を推進

追
求
し
、
２
万
７
０
０
０
人
近
い
人
材
を
社

会
に
送
り
出
し
て
い
る
。

＊同窓会事務局からのお願い＊

　〈同窓会事務局〉
〒426-8577　藤枝市天王町 1-7-1
静岡県立藤枝東高等学校同窓会事務局
TEL 054-645-3527　　FAX 054-645-3529

メールアドレス：fh-dousoukai@cy.tnc.ne.jp
ホームページ：http://www.fujiedahigashi.jp/

（毎週月・水・金　午前中　事務員
〔青島〕がおります。）

　事務局では会員の皆様の連絡先をデータベース化し、きちんと会報がお手元に
届くように努力しております。連絡先に変更のある場合は、下記までご一報くだ
さい。個人情報は同窓会の目的以外、使用致しません。同窓会・同期会等の集ま
りを開催の場合は、是非同窓会ホームページをご利用ください。
　各支部別に、企業・団体内の同窓会組織の掘り起こしを行いたいと考えており
ます。

回 金額
1回 0
2回 0
3回 0
4回 0
5回 0 
6回 0 
7回 0 
8回 0 
9回 0 
10回 0
11回 4,000  
12回 2,000  
13回 2,000  
14回 0 
15回 5,000 
16回 0 
17回 6,000  
18回 11,000  
19回 1,000  
20回 8,000  

回 金額
21回 26,000  
22回 16,000  
23回 20,000  
24回 42,000  
25回 28,000  
26回 36,200  
27回 54,000  
28回 65,000  
29回 89,000  
30回 80,000  
31回 77,000  
32回 80,000  
33回 82,000  
34回 90,000  
35回 108,000  
36回 109,000  
37回 77,000  
38回 132,000  
39回 315,000  
40回 164,000  

令和元年度維持費（同窓会費）の卒業回別納入金額
　維持費の納入金額が年々減少しています。
　下記内容を参照され卒業回別の横のつながりを強化していただき一人でも多くの方が会費納入にご協力く
ださるようお願い申し上げます。
　　　　　　参考；30回（昭和32年卒）40回（昭和42年卒）50回（昭和52年卒）
　　　　　　　　　60回（昭和62年卒）70回（平成9年卒）

その他の寄付
※61回。50歳になることを記念して行った同窓会費の中から131,520円寄託。
※60回。同窓会余剰金。40,460円
※30回。同窓会余剰金。20,000円

回 金額
41回 96,000  
42回 106,000  
43回 174,000  
44回 52,000  
45回 54,000  
46回 44,000  
47回 90,000  
48回 52,000  
49回 58,000  
50回 42,000  
51回 56,000  
52回 60,000  
53回 32,000  
54回 24,000  
55回 36,000  
56回 38,200  
57回 68,000  
58回 28,000  
59回 50,000  
60回 42,000  

回 金額
61回 187,520  
62回 20,000  
63回 22,000  
64回 22,000  
65回 20,000  
66回 34,000  
67回 30,000  
68回 10,000  
69回 8,000  
70回 18,000  
71回 8,000  
72回 0  
73回 8,000  
74回 10,000  
75回 8,000  
76回 16,000  
77回 6,000   
78回 10,000  
79回 10,000  
80回 8,000  

回 金額
81回 8,000  
82回 8,000  
83回 22,000  
84回 8,000 
85回 30,000  
86回 16,000 
87回 10,000 
88回 6,000 
89回 2,000 
90回 16,000 
91回 8,000 
92回 18,000 

合計 3,538,920
令和2年3月

　

本
年
度
の
東
校
同
窓
会
総
会
は
、

７
月
11
日
（
土
）
に
焼
津
市
の
ホ

テ
ル
松
風
閣
に
お
い
て
多
数
の
役

員
の
皆
さ
ま
の
ご
出
席
を
い
た
だ

き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

母
校
を
2
０
1
０
年（
平
成
22
年
）

に
卒
業
さ
れ
た
鈴
木
啓
資
氏
に
よ

る
ピ
ア
ノ
演
奏
の
特
別
公
演
の
後
、

引
き
続
き
令
和
元
年
度
事
業
、
決
算

報
告
・
監
査
報
告
、
2
年
度
事
業

計
画
並
び
に
会
計
予
算
、
規
約
変

更
、
規
定
変
更
、
維
持
費
納
入
方
法
、

１
０
０
周
年
事
業
特
別
委
員
会
に

つ
い
て
審
議
し
、
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
元
年
度
決
算
報
告

に
つ
き
ま
し
て
は
本
紙
記
載
の
通

り
で
す
。

　

令
和
6
年
に
迎
え
る
学
校
創
立

１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
同
窓
会

と
し
て
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
最
近
減
少
傾
向
が
著
し

い
維
持
費
に
つ
い
て
、
従
来
の
郵

便
振
込
の
他
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
振
込
も
採
用
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
2
年
度
総
会
と

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
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湖
西
市
出
身
。
京
都
大
学
で
フ
ラ
ン
ス
文
学

を
学
び
、
教
育
実
習
は
英
語
、
採
用
試
験
は
国

語
で
受
験
と
い
う
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
だ
。

　

初
任
の
川
根
高
で
剣
道
と
出
合
う
。「
副
顧

問
に
手
を
挙
げ
た
の
が
運
の
尽
き
。
生
徒
に
し

ご
か
れ
、
え
ら
い
目
に
遭
い
ま
し
た
よ
」
と
笑

う
が
、
現
在
7
段
の
腕
前
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

長
崎
大
会
に
も
出
場
し
た
。
土
肥
、磐
田
商（
現

磐
田
西
）、
焼
津
中
央
、
上
海
外
国
語
学
院
を

経
て
１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）、
本
校
に
着

任
し
た
。

　

ク
ラ
ス
担
任
を
３
年
務
め
た
後
、
長
谷
部
誠

選
手
も
在
学
し
た
学
年
の
学
年
主
任
、
剣
道
部

顧
問
も
務
め
、
多
く
の
生
徒
に
慕
わ
れ
た
。

　
「
茶
髪
や
ピ
ア
ス
、
遅
刻
、
欠
席
も
多
い
学

年
で
、
正
直
大
変
な
学
年
だ
っ
た
。
し
か
し
手

の
か
か
る
子
を
ほ
う
っ
て
は
お
け
ず
、
機
会
あ

る
ご
と
に
声
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
あ

る
日
、
遅
刻
し
て
部
室
に
い
た
生
徒
を
見
つ
け
、

茶
髪
論
争
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
不
幸
に

も
大
学
２
年
で
急
逝
。
後
日
母
親
か
ら
彼
の
私

へ
の
思
い
を
聞
か
さ
れ
、
顧
み
て
忸
怩
（
じ
く

じ
）
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
在
学
中
手

の
か
か
っ
た
生
徒
た
ち
が
、
卒
業
後
教
育
実
習

に
来
た
り
、
結
婚
式
の
ス
ピ
ー
チ
を
頼
ん
で
き

た
り
す
る
」

　
「
大
変
な
学
年
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
教
師
た
ち

も
結
束
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
個
人
的
に
手

柄
を
立
て
よ
う
と
か
、
受
験
受
験
と
尻
を
た
た

く
感
じ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
せ
い
か
当
時
の
学

年
部
仲
間
で
年
に
１
回
、
旧
交
を
温
め
て
い
る
」

　
「
東
高
に
来
て
さ
す
が
だ
と
感
心
し
た
の
は
夢

の
祭
典
だ
。
脚
本
や
舞
台
装
置
な
ど
全
て
自
分
た

ち
で
作
り
上
げ
て
演
じ
る
。
机
上
の
学
習
と
は

違
っ
た
活
き
た
勉
強
を
し
て
人
間
と
し
て
成
長
す

る
。
こ
れ
ぞ
文
化
祭
だ
と
思
っ
た
」

　
「
私
の
授
業
は
全
員
参
加
が
モ
ッ
ト
ー
。
１
人

で
も
多
く
あ
て
て
い
た
。
答
え
ら
れ
な
い
と
『
は

い
、
立
っ
て
！
』、
ク
ラ
ス
全
員
を
立
た
せ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
嫌
が
る
生
徒
も
い
た
が
、
大
方
は

ち
ょ
っ
と
し
た
緊
張
感
を
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
た

よ
う
だ
」

　

土
肥
高
で
始
め
た
校
内
マ
ラ
ソ
ン
は
、
本
校
で

定
年
の
年
ま
で
生
徒
に
混
じ
っ
て
走
っ
た
。「
牧

歌
的
な
雰
囲
気
の
残
る
い
い
時
代
に
教
員
生
活
が

送
れ
ま
し
た
よ
」
と
話
す
。

　

退
職
後
は
藤
枝
西
な
ど
５
校
で
、
最
後
に
本
校

で
も
教
壇
に
立
っ
た
。
今
も
時
に
本
校
道
場
に
足

を
運
び
、
部
員
と
竹
刀
を
交
え
て
い
る
。

　
「
文
筆
活
動
も
気
ま
ま
に
続
け
、
最
近
で
は
童

話
を
書
き
懸
賞
に
応
募
。
新
聞
の
投
書
や
川
柳
な

ど
に
も
投
稿
し
て
い
る
」
そ
う
だ
。
３
冊
の
著
書

が
本
校
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
町
内
会
有
志
で
放
置
竹
林
の
整
備
や
通

学
路
の
草
取
り
に
も
汗
を
流
し
て
い
る
。

　

と
も
か
く
「
ほ
う
っ
て
お
け
な
い
」
人
だ
。

　

藤
枝
市
時
ケ
谷
在
住
。
76
歳
。（

会
報
委
員
k
）

東高1年の歩み（令和元年10月〜）

【
体
育
大
会
】
２
０
１
９
年
10
月
２
日

【
マ
ラ
ソ
ン
大
会
】
２
０
２
０
年
１
月
29
日

　

好
天
に
恵
ま
れ
て
、
生
徒
た
ち
は
思
い
切
り
走
り
、
動
き
、

応
援
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
し
た
。

　

３
月
以
降
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、多
く
の
行
事（
千

南
祭
・
球
技
大
会
な
ど
）
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
２
日
の

【
卒
業
式
】
と
４
月
６
日
の
【
入
学
式
】
も
、
関
係
者
の
み

で
規
模
を
縮
小
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
皆
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
生
徒
た
ち
が
各
自
の
ペ
ー
ス
で
全
力
を
尽
く
し
て

走
り
抜
き
、
全
員
が
完
走
し
ま
し
た
。

令和２年度入試　大学別合格者数一覧
【 国 立 大 学 】 【 公 立 大 学 】

【 私 立 大 学 】

【 短 期 大 学 】

【準大学・専門学校等】

大学名 合格者数（含既卒）
北海道 1
弘前 1
東北 4
秋田 2
福島 1
茨城 2
筑波 5
群馬 1
埼玉 4
千葉 6
東京海洋 1
お茶の水女子 3
電気通信 4
東京 1
東京外語 3
東京学芸 1
東京農工 1
一橋 1
横浜国立 1
上越教育 2
新潟 2
富山 3
金沢 3
福井 2
山梨 7
信州 4
岐阜 1
静岡 23
愛知教育 1
名古屋 9
名古屋工業 1
三重 3
京都 3
大阪 3
大阪教育 1
神戸 2
兵庫教育 1
奈良教育 1
奈良女子 1
鳥取 1
岡山 1
広島 4
山口 1
徳島 1
九州工業 1
宮崎 1

計 126

大学名 合格者数（含既卒）
札幌市立 1
前橋工科 3
高崎経済 1
東京都立 7
神奈川保健福祉 1
横浜市立 2
富山県立 1
山梨県立 2
長野県立 4
静岡文芸 3
静岡県立 11
愛知県立 1
名古屋市立 1
滋賀県立 2
京都府立 4
京都府立医科 1
大阪府立 1
神戸市外語 1
島根県立 1
岡山県立 1
広島県立 1

計 50

大学名 合格者数（含既卒）
北海道医療 1
奥羽 1
獨協 6
文教 1
川村学園女子 1
国際武道 1
千葉工業 5
青山学院 4
亜細亜 1
桜美林 2
学習院 1
北里 8
杏林 1
慶應義塾 4
工学院 1
国学院 4
国士館 2
駒澤 12
実践女子 1
芝浦工業 17
順天堂 5
上智 2
白百合女子 1
成蹊 7
成城 2
専修 6
大正 2
大東文化 1

大学名 合格者数（含既卒）
静岡県大短 1

計 1

大学名 合格者数（含既卒）
水産大学校 1
静岡市立静岡看護専門学校 1
静岡県中部看護専門学校 1
京都建築大学校 1
海上保安学校 1

計 5

大学名 合格者数（含既卒）
玉川 2
中央 13
津田塾 2
帝京 3
東海 12
東京音楽 1
東京経済 3
東京工科 3
東京女子 2
東京電機 15
東京農業 21
東京理科 13
東邦 1
東洋 25
日本 27
日本女子 3
日本体育 1
法政 7
東京都市 3
武蔵野 13
明治 12
明治学院 1
明星 2
立教 6
立正 1
早稲田 7
麻布 1
神奈川 25
鎌倉女子 1
関東学院 3
フェリス女学院 3
金沢医科 1
金沢星稜 1
金沢工業 2
金城 1
岐阜女子 1
岐阜聖徳学園 1
中部学院 1
静岡理工科 7
聖隷クリストファー 5
常葉 201
静岡英和学院 2
静岡福祉 1
愛知 6
愛知学院 13
愛知工業 3
愛知淑徳 4
金城学院 2
椙山女学園 1
中京 12
中部 2
東海学園 1
豊田工業 1

大学名 合格者数（含既卒）
名古屋外語 5
名古屋学院 2
南山 12
名城 11
愛知東邦 1
名古屋学芸 5
びわこ成蹊 1
京都外国語 1
京都産業 5
京都女子 5
京都造形芸術 1
京都橘 1
同志社 20
同志社女子 1
立命館 59
龍谷 6
大阪学院 1
大阪薬科 2
関西 4
関西外国語 1
近畿 13
摂南 2
関西学院 4
甲南 1
神戸国際 1
奈良 1
岡山理科 2
川崎医療福祉 1
日赤広島看護 1
九州国際 1
計 772

◇お断り
本年は新型コロナウイルス感染拡大により、同窓会、学
校ともに活動縮小を余儀なくされました。同窓会報「千
南原」34 号も例年の４ページから２ページに縮小させ
ていだたきました。

田
村
　
英
敏
先
生（１９９５年４月から２００４年３月まで在職）

恩
師
を訪

ね
て

　

藤
枝
東
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
58
年
、
紆
余

曲
折
の
人
生
で
心
に
残
る
の
は
、
東
高
の
お
お
ら

か
な
校
風
で
あ
る
。
焼
津
中
学
か
ら
進
学
し
た
私

は
廊
下
の
汚
さ
に
唖
然
と
し
た
が
、
直
ぐ
馴
染
ん

で
し
ま
っ
た
。
３
年
の
と
き
、
期
末
試
験
の
問
題

が
２
年
生
と
一
緒
だ
と
分
か
り
、
自
尊
心
を
傷
つ

け
ら
れ
た
私
た
ち
は
試
験
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
が
、

先
生
た
ち
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
進
学
校
だ
が

煩
わ
し
い
指
導
も
な
く
、
し
か
し
私
た
ち
が
様
々

な
大
学
に
進
み
、
社
会
人
と
し
て
可
な
り
に
活
躍

で
き
た
の
は
、
東
高
で
培
わ
れ
た
お
お
ら
か
さ
の

お
蔭
と
思
う
。

　

私
が
弁
護
士
に
な
っ
た
１
９
７
０
年
代
は
英
語

を
業
務
の
ツ
ー
ル
と
す
る
法
律
事
務
所
は
希
で
、

そ
の
よ
う
な
と
き
、
上
智
大
学
の
英
会
話
教
室
と

米
国
の
法
律
事
務
所
で
英
語
力
を
磨
き
、
経
済
界

に
「
渉
外
」
と
い
う
専
門
分
野
を
提
供
し
て
成
功

を
納
め
、
大
法
律
事
務
所
を
築
い
た
先
輩
が
身
近

に
い
る
。
目
の
前
に
手
本
が
あ
る
の
に
30
年
何
も

し
な
か
っ
た
私
は
、
前
所
長
の
急
逝
を
機
に
、
学

校
の
顧
問
が
多
い
特
色
を
生
か
し
「
学
校
法
務
の

　

私
は
現
在
、
海
外
の
映
画
や
ド
ラ
マ
に
日
本
語

字
幕
を
つ
け
る
字
幕
翻
訳
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

字
幕
に
は
、
１
秒
に
４
文
字
、
１
行
は
14
文
字
以

内
な
ど
の
ル
ー
ル
が
あ
り
、
使
え
る
漢
字
も
作
品

や
制
作
会
社
に
よ
っ
て
指
定
が
あ
り
ま
す
。
ぱ
っ

と
見
て
ス
ト
レ
ス
な
く
読
め
る
字
幕
を
作
る
に
は
、

英
語
力
だ
け
で
な
く
読
み
や
す
い
日
本
語
を
書
く

技
術
も
必
要
で
す
。
表
示
時
間
内
に
読
み
切
れ
る

よ
う
、
セ
リ
フ
原
文
の
情
報
を
取
捨
選
択
し
な
が

ら
字
幕
に
し
て
い
く
時
、
野
本
寛
一
先
生
に
「
要

約
文
」
の
書
き
方
を
教
え
て
頂
い
た
現
国
の
授
業

を
思
い
出
し
ま
す
。

　

バ
ブ
ル
期
の
Ｏ
Ｌ
か
ら
塾
の
英
語
講
師
を
経
て

通
訳
学
校
で
学
び
、
放
送
通
訳
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

報
道
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
双
子
出
産
を

機
に
在
宅
で
働
け
る
字
幕
翻
訳
に
転
向
し
ま
し

た
。
子
育
て
に
大
忙
し
の
頃
は
映
画
の
特
典
映
像

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
さ
れ
る
出
演
者
や
監
督
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
）
の
仕
事
が
多
く
、「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン･

ラ

プ
ソ
デ
ィ
」
や
「
グ
レ
イ
テ
ス
ト･

シ
ョ
ー
マ
ン
」

の
撮
影
裏
話
な
ど
も
訳
し
ま
し
た
。
今
年
は
本
編

字
幕
を
手
が
け
た
映
画
「
ペ
ッ
ト･

セ
メ
タ
リ
ー
」

弁護士
東京音楽大学理事長

鈴木　勝利
（35回、昭和37年卒）

映像翻訳者

田口　絵里
（57回、昭和59年卒）

東高を卒業してどんな経験も糧にして

専
門
家
」
を
標
榜
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
の
大
学
や

高
校
か
ら
大
き
な
反
響
が
あ
り
、
こ
の
分
野
に
限

れ
ば
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
法
律
事
務
所
を
作

れ
た
と
自
負
し
て
い
る
。

　

私
は
時
折
、
な
ぜ
音
楽
大
学
の
理
事
長
に
な
れ

た
の
か
聞
か
れ
る
。
偶
然
で
す
と
答
え
る
が
、
本

学
創
立
者
の
女
婿
で
東
大
法
学
部
長
を
さ
れ
た
我

妻
榮
先
生
が
本
学
２
代
学
長
と
な
り
、
歴
代
理
事

長
に
は
法
律
家
が
多
い
。
理
事
長
に
就
任
し
た
私

は
、
世
界
の
音
楽
大
学
が
30
年
前
か
ら
志
願
者
を

減
ら
し
て
い
る
の
に
何
の
改
善
策
も
講
じ
て
い
な

い
こ
と
を
知
り
、
愕
然
と
し
た
。
志
願
者
が
減
る

原
因
は
18
歳
人
口
の
減
少
で
な
く
、「
優
れ
た
音

楽
家
の
育
成
」
を
唯
一
の
教
育
目
標
と
し
て
い
る

こ
と
に
あ
り
、
こ
の
改
革
が
急
務
と
考
え
る
。
音

楽
・
英
語
・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
Ｉ
Ｔ
技
術
を
融

合
し
た
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
り
学
生
の
進
路
の

多
様
化
を
図
り
、
あ
た
か
も
法
学
部
の
よ
う
に
、

専
門
家
を
目
指
さ
な
い
学
生
も
志
願
す
る
音
楽
大

学
に
し
よ
う
と
改
革
を
続
け
て
い
る
。

が
劇
場
公
開
さ
れ
、
現
在
は
秋
に
配
信
が
始
ま
る

司
法
ド
ラ
マ
シ
リ
ー
ズ
を
翻
訳
中
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
道
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
く
、
学

習
中
に
リ
ス
ニ
ン
グ
で
耳
を
酷
使
し
た
た
め
突
発

性
難
聴
で
入
院
、
放
送
通
訳
時
代
に
は
ア
メ
リ
カ

同
時
多
発
テ
ロ
が
起
き
て
番
組
が
全
部
キ
ャ
ン
セ

ル
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
40
代
後
半
は
ス

キ
ー
で
骨
折
し
た
り
大
病
を
し
た
り
で
６
回
も
の

手
術
を
受
け
、
仕
事
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
人
生
に
無
駄
な
こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

入
院
経
験
は
病
室
シ
ー
ン
の
セ
リ
フ
を
訳
す
際
に

役
立
ち
ま
す
し
、
ス
ポ
ー
ツ
報
道
の
翻
訳
で
は

サ
ッ
カ
ー
の
知
識
を
生
か
せ
ま
し
た
。
海
外
ド
ラ

マ
に
は
聖
書
の
引
用
も
多
く
、
幼
少
期
か
ら
教
会

に
通
っ
て
い
る
こ
と
に
助
け
ら
れ
、
中
学
の
頃
に

趣
味
で
詩
を
書
き
写
し
て
い
た
こ
と
も
テ
ン
ポ
の

良
い
字
幕
を
書
く
リ
ズ
ム
感
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
は
、
興
味
の
赴
く
ま

ま
に
様
々
な
こ
と
を
吸
収
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま

す
。
い
つ
か
点
と
点
が
つ
な
が
っ
て
、
人
生
を
豊

か
に
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
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